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札幌市
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を
支
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　新桂沢ダムの竣工にあたり、移転者・地権者をは
じめとする地域の皆様、関係する多くの皆さまのご
理解・ご協力・ご支援を賜り、無事竣工を迎えたこ
とを心から感謝申し上げます。
　幾春別川総合開発事業は、石狩川および幾春別川
の洪水調節、流水の正常な機能維持、岩見沢市、三
笠市、美唄市への水道用水、石狩湾新港地域への工
業用水の供給、，kWにおよぶ発電を目的とし、
昭和年に完成した北海道初の直轄多目的ダムであ
る桂沢ダムを約ｍ嵩上げする「新桂沢ダム」とと
もに、幾春別川の支川である奔別川に「三笠ぽんべ
つダム」を新たに建設する事業です。
　本流域は過去に幾度となく洪水被害に見舞われて
おり、昭和年、平成年や令和元年の集中豪雨に
おいても流域では浸水被害が発生しております。
　このような状況のもと、新桂沢ダムは平成２年に
建設工事に着手し、ダム検証や基本計画の変更を経
て平成年に本体工事に着手しました。その後、平
成年に本体コンクリート打設を開始し、令和５年
の試験湛水を経て、このたび竣工式を迎えました。
　新桂沢ダムの施工にあたっては、桂沢ダムを運用
しながら施工する制約条件があることに加え、積雪
寒冷地という厳しい気象条件の中、新旧堤体コンク
リートの一体化など品質確保を実現し、安全に施工
を完了したことが評価され、令和５年度土木学会賞
（技術賞）を受賞することができました。
　札幌開発建設部といたしましては、新桂沢ダムを
適切に運用し、洪水調節、用水補給、発電を行って
いくとともに、化石の保全、ダム見学等を通じて、
三笠ジオパークへの協力を行い、共創による地域振
興の実現を支援して参ります。治水事業にあっては、
引き続き三笠ぽんべつダムの建設をはじめとする治
水事業を推進するとともに、石狩川流域の安全・安
心、地域の発展に向けて皆様と連携して取り組んで
参りたいと考えておりますので、今後ともご支援と
ご協力をお願い申し上げます。

　６月９日に三笠市の三笠市民会館で
開いた竣工式には、斉藤鉄夫国土交通
相をはじめ国交省幹部や流域自治体首
長、工事関係者ら約人が出席し、
無事竣工を祝った。
　式典で事業者を代表してあいさつし
た斉藤国交相は、地権者や地元自治体
関係者、工事関係者らに謝意を示した
上で「本事業はダム再生の先駆けとな
る事業。今後幾春別川および石狩川の
流域治水の要として、また上水道や工
業用水道の新たな水源としてこれまで
以上に効果を発揮する」と事業の有効
性を強調し、「新桂沢ダムがこれから
も広く流域の安全確保や生活基盤の安
定に貢献し、地域活性化に寄与するこ
とを願っている」と述べた。
　流域自治体を代表しあいさつした西
城賢策三笠市長は「流域自治体に限り
ない安全・安心と、癒やし空間として
の河川環境の実現が享受されると期待
している」とダムの完成を喜んだ。
　式典では道内選出国会議員ら来賓祝
辞に続き、西村義幾春別川ダム建設事
業所長が工事経過を報告し、斉藤国交
相ら来賓がくす玉を開披し、ダムの完
成を祝うとともに、流域の末永い繁栄
を祈念した。
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　北海道開発局札幌開発建設部が石狩川水系幾春別川
に建設を進めていた「新桂沢ダム」が完成し、６月９
日に竣工式を迎えた。道内初の直轄多目的ダムとして
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の中核を担う。本体工事は鹿島・岩田地崎建設・伊藤
組土建 が担当。積雪寒冷の厳しい気象条件を克服し
ながら、着工から７年半の時を経て、地域を守り、地
域に根差した新たなダムに生まれ変わった。
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